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｢長鼻類エナメル質アパタイトの結晶について｣(化石研究会会誌，

特別号，第2号， 1985年3月, p.100に掲載）についての訂正

奥田綾子＊・寒河江登志朗＊

上記論文Tablel.〃bg流沈'g"""z Iyo"siの原試料

に記載されていた地質時代はPaleoceneであったが，

この種は文献的にEoceneでしか報告されていないの

で，下表のごとく訂正する。さらに，各種の結晶格子

の大きさは再計算して計算誤差をより小さくしてここ

に記した。上記論文中のFig｡3のa軸と地質時代の関
係を示したグラフも， この表に従って読みかえる必要
がある。
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AyakoOkudaandToshiroSakae :LatticepaI●ametersoffossilizedandrecentproboscideantoothenamel
apatite-correction.
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